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三 輪博 士 の 髓 まれ た
‘‘
臺灣害蟲 名彙

”
は 正 に 吐 の 要請に 應へ られた もの と言ふ べ きで ，各 方面 の 主要害蟲

1088 種 （後に 追加 と して 別に 344 種 を加 あ ウ に 就ぎ ，學 名 ・和 各 ・分布 ・加 害を列 訪され 、農作 害蝨 に

對 して は 更仁作物別に も一覽表 が 作製 され て ある
。 臺灣 の 害蟲相 を大觀す る に は こ よなき丈 献 と言 へ や 　一

う。術萪 者 が 緒言に 於 て 述べ ら れ て 居 る 如 く， ‘ 5
臺灣産農作 物 の 害蟲 は 特 に 南方共榮圈地域 と其 の 種類を

等 し くす る もの が 多 く，臺灣 に 於け る 害蝨 の 裁礎 的調 査 は 今後共 榮圈内 に 於 て 活用 され る 事 が 多 々
’
ある と

思 は れ る
St

か ら ・ 此 の 意 味尋こ 於 て も本書 の 刊行 は 誠 に 意義eeく且 つ 時 f｛を得 た もの と信ず る 。 更 に 主 要丈

献を擧げ られ て 居る 點 ， 又 學名 及び 和 名 の 索引を 附 さ れ て ある 事 も 親 切 で あ り ．讀者 に は 嬉 しい 所で あ
る 。紹 介 者 は 臺灣 乃至南 方 の 昆 蟲 に 關 心 を 有せ ら れ る 方 に 是韮

一
体 を備 へ ら れ ん 事 を 御 薦め した い 。

　　
L

　　　　　　　　　
・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （野村健

一
）

　　　　　　　　　　　　　　　井 上 漕 恒 著 生 物 學

　　．　 　 B δ 舛 謝 頁 46墹 昭 和 】8 年 8 月 内田老鶴 圃 定 ff　 12・4。

　近 世生 物漿 ノ）研究 は 微に 入 り細 を 穿 つ 樣 に な り，そ の 分析 も叉 愈 々 精 細 と な りつ つ ある こ とは 斯單進展

の 必 然的結 果であ る が 、稍 もすれ ば生 物を材料 とす る物理學 や 化壑 に 曜す る恐 れ が ある 。 こ の 様 に なれば

應用物理學や慂用化學 で あ？ て 學 と して ・・生 物學 硝 立性 が 喪失す る 。特殊 研 究 ・）中 に 常に 生侖 の 學 と し

て の把 握 と反省 が なけ れ ば 眞 の 生物學 と は なり得ない
。 又 研 究 は 深 くなる に 從 っ て 狹 くなる か ら生 物學 全

般 の 見透 しは釜 々 困難 とな り．果 は 學 海 に さ まよ ふ 自己 の 進路 の 決定 も困難 な場合 もあ 者。 こ フ）故に 生 物
學概論 わ 存 在理 山 が あ る 。 生 物學概論 は 豐富 な る 學識 に 加 ふ る に

一
貫 した 理念 を以 つ て 1、なけれ ぼ 樋 りtht

つ か ない
。 こ の 意昧 で そ の 人 を饗 る こ と が大 切 と な る 。

　序交 に よ れば著 者 は故 五 島清太郎先 生 に よ つ て 生 物形 態 に 對 して 閉眼さ れ ，谷津蔭秀先生 に よつ て形態
と機能 の 相關 に 關 し て 興味を起 され ．最後 に 橋田邦濠 先生 の 門 ドに 連 り ， 生體 の 全機性 と働 きに 脚 して 生

命 現象 を 把 握す る こ と を教 へ ら れ ，畢 生 學道 の 處 を 得 た と言 ふ 。 本書は 橋田先生還 暦 の 賀 筵 に 献ず 可 く起

稿 さ婢 もの で 卷 頭 に あ る 同 先 生 の 題宇 r全機發處萬物 生 々 』は と りもなほ さず本 書を貫 く理 念 で ある ．

著 者 の 豐冨 な る 學 識 と眞勢な る 學風 と は 夙看碇 評 ・）あ る所で あ る
。 fPtへ 聞 く｝こ著 者 が 講壇に 生 物 學 を 講 ず

る や 學生 は 皆そ の 熱 に 打 た れ る と言 ふ 。 從 つ て 生物 學 概論 の 瀦 と して は 誠 に 適任者 と言 ふ il／きで ある 。

　本書 は 内容 を 大 別 して 三 部 と な し ， 第一
部 生 物學序論 に 於 て は 生 物學 の 墨的性絡 を萌に じ，生 物 學西め

專 門分科 の 櫞威 を示 し，衣 に 生 物學 の 史的展 開が 示 さ れ て 居 る 。 第 二 部形 態 學 に 於 て は 生 物體の構遜 と そ

の 生 放變易 の 過 程 を 遑求 し ， 生 命現 象 をそ の 一
面 た る形 態 ノ）相に 於 て 把 握す る もの と して ， 細 胞形態 1細

胞分裂 ・ 組織 形態 談 糊 駄 姓決 定 ・ 生殖現貌 劉 磯 構 ，形態講 遺 鰍 變 異 と新種形風 形態 比

較等が蓮 べ られ て 居 る 。 第三 部生機學 に 於 て は 生 命現象 を そ の 流動 の 相 に於け る 生 々 變易  姿 に 於 て 把

握す る部門 とな し．細胞生機學 ， 組織 生機雖 ，器官生 機學 ， 協關 生機肇 ， 環 境生機學 の 順序 で 農閥 され て

居 る 。

　日 本   學者 の 業績 が 多數引用さ れ て 居 る こ とも斯學 に於け る 日本 の 水準 を示す もの と して 喜ば しい
。 内

容 の 充實 ，豐冨 な る 挿鬪．上等 の 紙質 か ら見 て 生 物概論中 ノ）白 眉 で あつ て ，著者 の 努 力 と精進に 感嘆す る

と 同 時 に こ の 樣 な大 著 の 出現 を本 邦駆界 の 爲 に 観蘓 した い
。 　　　　　　　　　　　　　　（山本時 男）
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